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北
陸
三
県
の
「
原
水
協
学

校
」
が
２
０
２
３
年
１
月
２

８
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か

れ
、
小
矢
部
教
室
が
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
（
写
真
）
。 

   
 

講
師
は
被
爆
２
世
で
日
本

共
産
党
の
衆
議
院
議
員
で
も

あ
る
笠
井
亮
さ
ん
で
、
日
本
原
水
協
の
代
表
と
し

て
昨
年
（２
２
年
）６
月
の
核
兵
器
禁
止
条
約
締

約
国
会
議
（ウ
ィ
ー
ン
＝
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）な
ど
の

国
際
会
議
に
参
加
し
、
８
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
（ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（非
政
府
組
織
）

分
科
会
で
最
初
に
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
「核

兵
器
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
と
日
本
の
果
た
す
べ
き

役
割
」と
題
し
た
講
演
の
中
で
、
強
く
印
象
付
け

ら
れ
た
事
を
紹
介
し
ま
す
。 

   

第
１
は
、
世
界
の
世
論
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
よ
っ
て
、
「ロ
シ
ア
に
よ
る
核
使
用
・威
嚇
は
絶

対
に
許
さ
な
い
」と
い
う
決
意
に
あ
ふ
れ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
。 

そ
れ
は
い
っ
そ
う
核
兵
器
禁
止
条
約
の
価
値
を

高
め
、
締
約
国
会
議
議
長
ク
メ
ン
ト
氏
は
「核
禁

止
条
約
」を
「希
望
の
光
」だ
と
呼
び
ま
し
た
。 

 
「核
抑
止
論
の
破
た
ん
」が
口
々
に 

 

第
２
は
、
核
兵
器
「抑
止
論
」の
破
た
ん
。
核
保

有
国
が
防
戦
に
回
ら
ざ
る
を
得
ず
、
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

核
抑
止
論
は
「核
兵
器
を
保
有
す
る
双
方
の
指

導
者
が
、
自
国
民
に
犠
牲
を
出
す
こ
と
は
避
け

る
」と
の
大
前
提
で
あ
り
な
が
ら
、
「い
ざ
と
い
う

時
に
は
核
ボ
タ
ン
を
押
す
」と
い
う
矛
盾
し
た
論

理
で
す
。
プ
ー
チ
ン
の
よ
う
に
、
自
国
民
に
犠
牲

を
出
す
こ
と
も
、
全
人
類
の
絶
滅
を
も
躊
躇
し
な

い
指
導
者
が
登
場
し
た
下
で
は
「作
用(

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ)

し
な
い
」。
議
場
で
は(

ｄ
ｏ
ｅ
ｓ 

ｎ
ｏ
ｔ 

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ)

の
語
が
次
々
に
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。 

 

被
爆
国
日
本
政
府
が 

  

ア
メ
リ
カ
政
府
と 

    

同
一
歩
調
の
理
不
尽
さ 

 

第
３
は
、
核
保
有
国
が
、
互
い
に
相
手
国
を
「脅

威
」に
仕
立
て
上
げ
て
、
い
っ
そ
う
軍
事
対
軍
事
の

対
決
を
強
め
て
い
る
こ
と
。 

特
に
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
核
保
有
国
で

も
な
い
日
本
政
府
が
、
唯
一
の
原
爆
使
用
国
・最

大
の
保
有
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
と
同
一
歩
調

を
と
る
こ
と
の
理
不
尽
さ
！ 

日
本
政
府
は
ア
メ

リ
カ
に
云
わ
れ
て
、
憲
法
を
無
力
化
し
、
専
守
防

衛
の
「国
是
」を
も
投
げ
捨
て
て
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
を
保
持
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。 

 

国
際
社
会
か
ら 

日
本
原
水
協
の
努
力
に
ス
ポ
ッ
ト
が 

 

第
４
は
、
逆
流
渦
巻
く
日
本
に
あ
っ
て
、
被
爆
の

事
実
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
平
和
と
民
主
主
義
を
実

現
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
き
た
、
日
本
原
水
協
を

中
心
と
し
た
市
民
社
会
の
努
力
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴

び
て
い
る
こ
と
。 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
際
、
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
平

和
賞
が
原
水
協
代
表
理
事
の
高
草
木
氏
に
贈
ら

れ
、
国
連
本
会
議
場
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
分
科
会
の
最
初

の
発
言
者
に
笠
井
氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
国
連

が
、
日
本
原
水
協
の
根
底
を
支
え
て
い
る
科
学
的

社
会
主
義
者
た
ち
の
力
を
い
っ
そ
う
発
揮
さ
せ
よ

う
と
い
う
配
慮
が
熱
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

      

今
、
小
矢
部
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（第
３
次
、
２
０
２
３
年
度

か
ら
１
０
年
間
）（案
）
が
小
矢
部
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
定
住
支
援
課

コ
ー
ナ
ー
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い

ま
す
（小
矢
部
市
Ｈ
Ｐ
→
新
着
情
報
「男
女
共
同
参
画
」）
。
多
く
の
み
な

さ
ん
が
こ
の
プ
ラ
ン
（案
）
を
一
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
後
半
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
提
出
期
限
は
、
２
月
２
８
日
で
す
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
る 

 
 

男
女
共
同
参
画 

市
民
意
識
は
？ 

 

「男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」が
２
０
２
２
年
９
月
～
１

０
月
に
実
施
さ
れ
、
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
８
０
０
人
（小
矢
部
市
在
住
１
８
歳

～
８
９
歳
の
男
女
）の
う
ち
、
２
９
５
人
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。 

  
 
 

市
民
意
識
の
高
ま
り 

 
 
 
 

「夫
は
仕
事
、
妻
は
家
庭
」に
反
対 

 

そ
の
中
で
私
が
注
目
し
た
の
は
、
「夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
い
う
問
に
つ
い
て
、
反
対
・ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
の
人
が
合
わ
せ
て
６
２
・
１
％

に
達
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
、
賛
成
・ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
は
合
わ
せ
て

２
２
・
７
％
で
し
た
。
こ
こ
に
市
民
意
識
の
高
ま
り
を
み
ま
し
た
。 

  

 

し
か
し
、
そ
の
意
識
の
高
ま
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
妻
が
担
当
し
て

い
る
日
常
の
家
事
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
掃
除
４
８
・１
％
、
食
事
の
し
た
く

７
２
・２
％
、
食
事
の
あ
と
か
た
づ
け
・食
器
洗
い
５
２
・５
％
、
洗
濯
は
６
１
・

７
％
が
妻
担
当
で
す
。
ゴ
ミ
出
し
は
夫
の
担
当
が
３
６
・９
％
で
妻
よ
り
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
常
で
は
な
く
時
々
行
う
家
事
で
は
、
家
・家
具
な
ど
の
点
検
修
理
が
夫
担

当
５
３
・２
％
、
庭
の
手
入
れ
は
夫
担
当
３
０
・５
％
で
す
。 

 

育
児
は
、
妻
担
当
が
４
６
％
、
夫
婦
共
同
４
１
・３
％
、
お
年
寄
り
の
介
護

は
、
妻
担
当
３
７
・１
％
、
夫
婦
共
同
３
３
・９
％
で
す
。 

 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
考
慮
し
な
が
ら
、
小
矢
部
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
（第
３
次
）（案
）を
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
（つ
づ
く
） 

             笠井亮衆院議員が講演 

 
 

政
界
川
柳 

 
 

 
 

 
 

荒
川
翔
平 

プ
ー
チ
ン
が
核
を
片
手
に
吠
え
て
い
る 

  
 

政
界
狂
歌 

 
 

 
 

 
 

昭
和
の
潜
人 

争
い
を
防
ぐ
手
立
て
は 

  

話
し
合
い 

又 

話
し
合
い 
続 
話
し
合
い 


